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大学等におけるアイヌの人々の遺骨の保管状況の再調査結果 

 

平成３１年４月 

文部科学省 

 

１．調査の目的 

   平成２９年４月に取りまとめた前回調査以降の大学等におけるアイヌの

人々の遺骨の保管状況を把握するとともに、令和元年度に予定する慰霊施

設への集約や地域返還の手続を遺漏なく実施するため、前回調査で遺骨を

保管していないと回答した大学等を含む全大学等に対し、改めて確認調査

を実施した。 

 

 

２．調査の時期 

   平成３０年１０月１５日～同年１２月２１日 

 

 

３．調査の対象 

国立大学：８６大学、公立大学：９２大学、公立短期大学：１７大学、

私立大学：６０９大学、私立短期大学：３１６大学、 

大学共同利用機関法人４法人 

 

     ※博物館等が保管する御遺骨についても文化庁において調査中であり、取りまとま

り次第公表予定。 

 

４．遺骨を保管している大学の数と遺骨の数 

・遺骨を保管している大学の数は１２大学である（前回調査と同じ）。 

  （北海道大学、東北大学、東京大学、新潟大学、京都大学、大阪大

学、札幌医科大学、大阪市立大学、南山大学、天理大学、岡山理科

大学、東京医科歯科大学） 

 

・個体ごとに特定できた遺骨は１，５７４体(前回調査より▲１０２体)で

ある。 

うち、個人が特定できる遺骨は２１体(前回調査より▲１７体)である。 

 

・個体ごとに特定できなかった遺骨が３４６箱（前回調査より▲３６箱）

に納められている。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 

 

（今回の調査において遺骨の数が減少した主な理由） 

・訴訟の和解による引渡 

 ・自治体への移管 

 ・大学の記録に基づく再整理  等 
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大学名 

個体ごとに特定できた遺骨 
個体ごとに特定 

できなかった遺骨  
うち、個人が特定 

できる遺骨 

北海道大学 ９４２体 １７体 ３３１箱 

東北大学 ２０体  １箱 

東京大学 ２０１体  ６箱 

新潟大学 １６体  ２箱 

京都大学 ８７体   

大阪大学 ３２体  １箱 

札幌医科大学 ２６４体 ４体  

大阪市立大学 １体   

南山大学 １体   

天理大学   ５箱 

岡山理科大学 １体   

東京医科歯科

大学 
９体   

計 １２大学 計 １,５７４体 計 ２１体 計 ３４６箱 

 

５．個体ごとに特定できた１，５７４体について 

（１）大学が保管に至った時期・経緯 

①時期 

戦前においては、１８７８年から１９４４年までの期間に８３０体

（約５３％）が収集され、戦後においては、１９４７年から２０１４年

までの期間に６２２体（約４０％）が収集された。また、大学が保管に

至った時期が不明の遺骨が１２２体（約８％）ある。 

 

②経緯 

「研究のための収集」による遺骨が８９４体（約５７％）あり、

「（地方公共団体や個人等の）他者からの寄託」による遺骨が４０５体

（約２６％）、「地方公共団体からの依頼による調査」による遺骨が

２１３体（約１４％）、その他の場合が２体ある。また、大学が保管に

至った経緯が不明の遺骨が６０体（約４％）ある。 
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（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前においては、８２７体（約５３％）が発掘・発見され、戦後に

おいては、５７１体（約３６％）が発掘・発見された。また、発掘・

発見された時期が不明の遺骨が１７６体（約１１％）ある。 

（注）１９８０年以降に発掘・発見された遺骨は、遺跡の発掘や工事中の発見に

よる。 

 

②経緯 

    発掘された遺骨が９０１体（約５７％）、墓地改葬に伴う遺骨が   

２１９体（約１４％）、工事や地質調査等の際に発見された遺骨が   

１１７体（約７％）、その他の場合が３５体（約２％）ある。また、発

掘・発見された経緯が不明の遺骨は３０２体（約１９％）ある。 

 

  ③発掘・発見主体 

大学の研究者が発掘・発見した遺骨が７８５体（約５０％）、地方公

共団体が発掘・発見した遺骨が３５４体（約２３％）、個人等、地方公

共団体以外の者が発掘・発見した遺骨が９１体（約６％）、発掘・発見

した主体が不明の遺骨が３４４体（約２２％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

      北海道が１,３６４体（約８７％）であり、樺太（サハリン）が   

１４３体（約９％）、千島列島が４８体（約３％）、発掘・発見された

場所が不明の遺骨が１９体（約１％）である。 

 

（３）大学に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

        頭骨が７８９体（約５０％）、全身骨が６７６体（約４３％）、四肢骨

等が５３体（約３％）、その他（歯など）が５６体（約４％）である。 

 

②遺骨の帰属年代 

      １８６８年以降の遺骨が２１５体（約１４％）あり、１８６７年以前

の遺骨が２２９体（約１５％）ある。また、１６０３年頃以降の遺骨が 

１５１体（約１０％）ある。帰属年代が不明の遺骨が９７９体     

（約６２％）ある。 

 

③遺骨の性別 

     男性の遺骨が３８４体（約２５％）であり、女性の遺骨が２９５体

（約１９％）である。性別が不明の遺骨が８９５体（約５７％）ある。 
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④遺骨の推定年齢 

    成人の遺骨が１，３３０体（約８５％）あり、子どもの遺骨が    

１８７体（約１２％）ある。不明の遺骨が５７体（約４％）ある。 

 

⑤遺骨の文化財への認定の有無 

     地方公共団体等により文化財に認定された出土品である遺骨が    

１３１体（約８％）ある。 

 

（文化財に認定した地方公共団体等） 

       北海道教育委員会及び北海道内の１市 

 

⑥副葬品の有無 

       副葬品があることが確認できた遺骨は６６４体（約４２％）であ

る。そのうち、１４体に伴う副葬品は，地方公共団体等により文化財

に認定された出土品である。 

 

     （文化財に認定した地方公共団体等） 

北海道内の２市町 

 

   （注）以上に加え、特定の遺骨との対応が明確ではない副葬品がある旨の回答

があった。なお、これらの副葬品には、地方公共団体等により文化財に認

定された出土品はない。 

 

⑦保管部局 

     保管部局が医学系の学部・研究科である遺骨が１，２２９体 

（約７８％）、大学博物館である遺骨が２９３体（約１９％）ある。ま

た、その他の保管部局である遺骨が５２体（約３％）ある。 

 

⑧保管場所 

医学系の学部・研究科で保管されている遺骨が１，２４０体     

（約７９％）あり、大学博物館で保管されている遺骨が３０１体 

（約１９％）ある。また、その他の施設で保管されている遺骨が 

３３体（約２％）ある。 

 

    ⑨保管方法 

木製の箱に保管されている遺骨が１，４８６体（約９４％）あり、

プラスチック製の箱に保管されている遺骨が８７体（約６％）、紙製の

箱に保管されている遺骨が１体ある。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 
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６．個体ごとに特定できなかった３４６箱について 

（１）大学が保管に至った時期・経緯 

①時期 

戦前においては、１８８８年から１９３８年までの期間に１０４箱

（約３０％）が収集され、戦後においては、１９４９年から１９７３

年までの期間に４１箱（約１２％）が収集された。また、大学が保管

に至った時期が不明の２０１箱（約５８％）がある。 

 

②経緯 

「研究のための収集」による遺骨が１０７箱（約３１％）、「地方公共

団体からの依頼による調査」による遺骨が３３箱（約１０％）、 

「（地方公共団体や個人等の）他者からの寄託」による遺骨が 

３箱（約１％）、収集した民族文化資料の中に含まれて収蔵された遺骨

が５箱（約１％）、大学が保管に至った経緯が不明の遺骨が１９８箱

（約５７％）ある。 

 

（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前において発掘・発見された遺骨が１０７箱（約３１％）あり、

戦後において発掘・発見された遺骨が３７箱（約１１％）ある。ま

た、発掘・発見された時期が不明の遺骨が２０２箱（約５８％）あ

る。 

 

②経緯 

     発掘された遺骨が９９箱（約２９％）あり、墓地改葬に伴う遺骨が 

３３箱（約１０％）ある。土地や地質調査等の際に発見された遺骨が

１箱、発掘・発見された経緯が不明の遺骨が２１３箱（約６２％）あ

る。 

 

③発掘・発見主体 

大学の研究者が発掘・発見した遺骨が１０２箱（約３０％）、地方公

共団体が発掘・発見した遺骨が３１箱（約９％）、地方公共団体以外の

者が発掘・発見した遺骨が３箱（約１％）、発掘・発見した主体が不明

の遺骨が２１０箱（約６１％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

       北海道が２５５箱（約７４％）であり、樺太（サハリン）が１６箱

（約５％）、千島列島が２２箱（約６％）、発掘・発見された場所が不明 

の遺骨が５３箱（約１５％）である。 
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（３）大学に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

      全身骨が２００箱（約５８％）、四肢骨等が１１箱（約３％）、頭骨が

７箱（約２％）、その他（歯など）が１２８箱（約３７％）である。 

 

②遺骨の帰属年代 

１９２４年以前の遺骨が１０箱（約３％）、１６０３年から１８６７年

までの遺骨が２箱（約０．６％）ある。帰属年代が不明の遺骨が 

３３４箱（約９７％）ある。 

 

③遺骨の文化財への認定の有無    

地方公共団体等により文化財に認定された出土品である遺骨が２箱ある。 

 

     （文化財に認定した地方公共団体等） 

北海道内の１市 

 

④副葬品の有無 

     副葬品があることが確認できた遺骨が２３２箱に納められている。 

地方公共団体等により文化財に認定された出土品である副葬品はな

い。 

 

（注）以上に加え、遺骨が納められた特定の箱との対応が明確ではない副葬品が

ある旨の回答があった。なお、これらの副葬品には、地方公共団体により文

化財に認定された出土品はない。 

 

⑤保管部局 

    保管部局が医学系の学部・研究科である遺骨が３３１箱 

（約９６％）、大学博物館である遺骨が１３箱（約４％）ある。また、

その他の保管部局である遺骨が２箱（約１％）ある。 

 

⑥保管場所 

医学系の学部・研究科で保管されている遺骨が３３２箱 

（約９６％）あり、大学博物館で保管されている遺骨が１３箱 

（約４％）ある。また、その他の施設で保管されている遺骨が１箱あ

る。 

 

   ⑦保管方法 

       木製の箱に保管されている遺骨が３４４箱（約９９％）あり、紙製の

箱に保管されている遺骨が２箱（約１％）ある。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 
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